


要約 骨量測定法である定量的超音波法のうち、乾式の装置を用いて、踵骨の骨量測定法

の基礎的検討を行った。本装置の測定精度は.湿式の装量に比してやや不良であった。本

装置で得られる骨量の指標のうち、超音波の音速(SOS)は、小児と成人の間には差がみら

れなかったが、超音波の透過指数(TI)と音響的骨評価値(OSI)は小児が低値であった。


